世界の難民と日本 : わたしごととして考える by 石川 えり




日時：2016 年 12 月 8 日（木）16：25 ～ 17：55
場所：町田キャンパス　30 号館 3 階 30303 教室





















































































































































































るとするとトルコに 280 万人。お隣のレバノンに約 100 万人。ヨルダンに 50 万人。イラクにも
数10万人。エジプトにもという形で逃げていて。トルコにいる人たちの大きな数がまたヨーロッ
パのほうに逃げているという状況なんですけれども、この離れた日本まで来る人たちもいます。
　2011 年の 3 月以前というのはシリアというのは非常に美しい都市でした。それがあっという
間に紛争で破壊されてしまっています。ただ、そういうところから逃れたジュディさんのお話を
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したいと思います。

























































石川：これは 2016 年ですね。シリア・ホムス 2016 年（Syria…Homs…2016…-YouTube）となっていて、
今年の 5月ぐらいにかなり世界中のメディアで流れました。本当の長いバージョンは 15 分とか


























































































































ドイツで難民申請した人の約 6割は認められています。アメリカ 2万 3,000、フランス 2万など

































管）」→認定・不認定）の中の待機期間というのが平均 3年間です。去年 27 人認定された方のう




































































もトレーニングしています。例えば 10 時から仕事が始まりますというと、10 時に会社に着けば
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人たちが、申請後 6カ月は就労禁止と。その後難民申請を受ける期間も平均 3年、長くて 6年、
　5 年となっちゃう人が多いと聞きました。NPOさんの方に食料をもらいにいったり、衣類をも
らいにいったり、また寝ることのできる施設があったりと伺いましたが、多分それにはもうあふ
れ出るほどの人がいると思うんですけれども。そして、ホームレスになっちゃう人もいるとのこ
とですが、基本的にどういったところで生活なさっているのかなというのがちょっと気になりま
した。
石川：ありがとうございます。話し足りないところを補って質問していただいてありがたいです。
　私たちの支援というのは、こうやって話す時は沢山やっていますという感じがするんですけれ
ども、難民の人たちのトータルな人数で見たら本当に少ないと思っています。ですから、足りず
にホームレスになるという人もいますし、やはり私たち以外のところで社会だったり、自分の何
かの繋がりに支えられている人の方が多いのではないかなというふうに思います。
　その時にやはり自国とか近い国の人のコミュニティーというのはすごく大きな繋がりや資源に
なっていて、同じ言葉が通じる人が来日直後に出会って、「家に泊まっていいよ」とか「あそこ
で仕事がもらえるよ」とか、そこで日本の情報、「こうやって生活するんだよ」というのを教え
てもらったりというところもあります。
　あともう一つよく聞くのは宗教団体さんです。教会の談話室に泊めてもらっているとか、モス
クなどは相当な人たちに、家があるというのではないんですけれども、泊まらせている。困った
らモスクに行って共有スペースだけど泊めてもらっているという人たちは、私たちがシェルター
を提供している人よりもしかしたら多いかもしれないというふうに思います。
　私たちは去年 46 人の方にシェルターを提供しました。本当に安いアパートをお借りしてそれ
を提供しているのですが。シェルターなので、できる限り仕事を見つけてそこから出て自立して
いかれるように、もしくは政府の支援に繋がるようにと支援をしています。政府の支援に繋がっ
ていく人の人数はとても少なくて、200 人もいないと思います。やはり大多数の人はどこかで自
立をしながらその中で、地域社会の中、もしくはコミュニティーとかで関係性をつくりながら生
活してらっしゃるかなと思っています。よろしいでしょうか。
Ａ２：ありがとうございました。
石川：では、ちょうど鐘も鳴りましたので。今日は皆さんが熱心に参加して下さってすごく嬉しく
思っています。私たちの団体ではホームレスの方が少なからずいます。この冬も既に 10 人以上
います。事務所に行って 6階のエレベーターが開くと目の前で人が寝ていたり、階段で寝ていた
りというようなこともあります。日本社会の中でも最低限のセーフティーネットがない人がいる
ということを、難民のみならずなんですけれども、皆さんもぜひ心に留めて考えてもらえたらと
思います。今日は本当にありがとうございました。
